
１　事業の目的１　事業の目的１　事業の目的１　事業の目的

　　　　　　　　具体的な数値で表すと（対象指標）

３　事業コスト３　事業コスト３　事業コスト３　事業コスト

４　事業に対する市民や議会の意見４　事業に対する市民や議会の意見４　事業に対する市民や議会の意見４　事業に対する市民や議会の意見

3,000

3,000

意図

対象を

どう変

えるか

新規顧客開拓と共同研究開発を創出して、企業の安定成長をねらう

22年度予算額

特定財

源内

訳、補

足事項

22年度決算額 23年度予算額

政　　策 工業課課等名

施　　策

事業の目

的は「対

象」を「意

図」した状

態にする

ことです

対象

誰、何

に

飯伊地域内事業所数(社）

「21年度決算額」が予算科目「21決算

額」合計と相違

1,850

1,8503,000

平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表

予算科目

三遠南信連携推進事業

会計 一般会計

事務事業名

7-1-5-10-32

事業No. 施策順№508

飯伊地域の製造業者

19年度

14開始13 地域内産業の多様な連携 事業期間

23年度　20年度 21年度 22年度

政策･重点事業種別

終了

539617615 550 550

22年度の目標達成度

に対する振り返り

【政策的事業のみ評

価】

三遠南信連携による企業間交流に重点を置き取り組んだため、取引件数について目標を達成することができた。

目標達成

度

22年度

目標

22年度

実績

6

23年度

目標

20年度

実績

19年度

実績

活動量・単位

１　　　３回

２　　　６回

３　　３０回

4 5

１　　　２回

２　　　５回

３　　３９回

４　　　３回

Ａ

4

事業内容 名称

２　手段（具体的な取り組み内容）２　手段（具体的な取り組み内容）２　手段（具体的な取り組み内容）２　手段（具体的な取り組み内容）

事業の制度

（仕組み）説明

三遠南信地域連携ビジョンの目的の一つである持続発展的な産業集積の形成を目指して、浜松・豊橋地域の支援機関と連携しながら、企業視

察、展示会・マッチング等の交流機会を提供し、企業間の連携を活発化する。

22年度

事業内容

１　会議開催回数

２　会議開催回数

３　展示会・セミナー・企業交流

回数

１ 三遠南信（浜松市・豊橋市・飯田市）地域産業活性化協議会への参加

２ 三遠南信クラスター推進会議への参加

３ 4分野5つの産業クラスタープロジェクト事業（展示会・セミナー・企業交流等）の開催

　 （１）次世代輸送用機器  （２）航空宇宙産業

　 （３）健康医療産業　　　　（４）新農業　　　　　　（５）光電子産業

４ 三遠南信情報支援サイト（企業カルテ含む）「Ｄｏ-Ｐｉｔａネット」の開設に向けた検討

５ 東京大学と連携し、以下の内容による三遠南信エリアの分析

　（１）経済構造　（２）航空宇宙産業・医療産業最新技術動向　（３）企業ネットワーク動向

６ 緑の分権改革調査事業

　（１）三遠南信連携によるEV化産業発展調査

１　会議開催回数

２　会議開催回数

３　展示会・セミナー・企業交流

回数

４　検討会議の回数

23年度

実施計画

１　三遠南信（浜松市・豊橋市・飯田市）地域産業活性化協議会への参加

２　三遠南信クラスター推進会議への参加

（１）地域連携マネージャー運営会議

３　4分野5つの産業クラスタープロジェクト事業（展示会・セミナー・企業交流等）の開催

（１）次世代輸送用機器  （２）航空宇宙産業

（３）健康医療産業　　　　（４）新農業　　　　　　（５）光電子産業

４　東京大学と連携して、「Ｓ－ＭＥＥＴ」のサイト活用し、ターゲットを絞った企業間のマッチング交

流を実施する。

５　三遠南信情報支援サイト（企業カルテ含む）「Ｄｏ-Ｐｉｔａネット」の運用

６　地域雇用創造事業のサポート

（千円）

「21年度最終予算額」が予算科目「21

予算額」合計と相違

「22年度予算額」が予算科目「22予算

額」合計と相違

事

業

費

特

定

財

源

国庫支出金

起　債

一般財源

県支出金

計  計  計  計   (A)

その他

13-019

　　　　　　　　事業の成果を具体的な数値で表すと（成果指標）

交流により新たに連携（取引等）が始まった件数（件） 6

21年度

実績

1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

正規職員所要時間

臨時職員等所要時間

人件費計 (B)

3,000

5,687

300

トータルコスト　Ａ＋Ｂ

・三遠南信地域連携ビジョンの具体的推進として、隣接する浜松市と双方の企業工場見学会の企画による交流機会の演出（会派みらい政策提言より）

・具体的なプロジェクトを立ち上げて、一つ一つ実績の積み上げて行く段階に入ってきている。（第５次基本構想基本計画推進員）

・７４．５％市民が三遠南信及び中京圏との交流を必要と感じている。（市民意識調査から）

・リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の開通を踏まえ、首都圏や海外との交流を積極的に取り組まれたい。（H20　産業経済委員会より　決算認定提言書）

5

1,500

8,687

A:十分達成

した

B:どちらか

といえば達

成した

C:どちらか

といえばで

きてない

D:ほとんど

達成できて

いない



５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】

６　前期４年間の取組評価(総括)６　前期４年間の取組評価(総括)６　前期４年間の取組評価(総括)６　前期４年間の取組評価(総括)

連携して取り組んでいる活動数（回）

・広域エリアを拡大し、ネットワークの構築とともに、情報の共有化を目指す。

FALSE

・広域的な取り組みのため出張費が嵩むため、旅費の抑制に努めてきた。

事務事業を統合・分割する必要はありますか ない 対象や意図を修正する必要はありますか

７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認

受益者負担の

程度、市が関

与する程度は

適切でしたか

４年間の振

り返り

後期に向

けた課題

①地域内の中小企業は、広域的なネットワークを活用し、取引の拡大や共同による研究開発等に取り組んでいる。

②行政は、企業が主体で取り組めるために、企業への情報収集機会の提供や広域的なネットワークを構築できる環境を整えている。

・展示会などについては、参加費を受益者が負担。企業が地域外へ参加しやすいように呼びかけ、市が移動手段等の支援をしてき

た。

全体を通じて

４年間の振

り返り

・海外の１００万人都市と同規模レベルと肩を並べるために、この三遠南信地域圏として位置づけてきた。特に当地域の航空宇宙産業

クラスター形成のために、より広域的な視点で事業を展開したことにより、確実な成果と成長を遂げられることができた。

８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画

後期に向

けた課題

・健康医療、環境分野の産業に対し、今後さらに成長発展が見込まれている。そのため地元企業がビジネスチャンスに入り込むために

も官民が一体となって、広域的な取り組みを強化していきたい。

行財政改革

の取組区分

【記載不要】

21年度決算と比

べての効果額

(千円)

具体的な

取組事項

【政策的事業のため記載不要】

【記載不要】

効果額説明(算

出根拠）、特殊要

因

【政策的事業のため記載不要】

施策の成果指

標又はムトス

指標

コストを削減す

るためにどの

ような工夫をし

てきましたか

４年間の振

り返り

上位の

施策への

結びつき

上位施策の目

的

地域内産業が、多様な連携により新たな経済活動を創出す

る。

この事務事業

は施策の目的

達成にどのよ

うに貢献しまし

たか

４年間の振

り返り

４年間の振

り返り

後期に向

けた課題

ない 成果指標や指標値を修正する必要はありますか

・中小企業に対して、多くの交流機会を提供することにより販路開拓につながり、安定的な経営に結びつくことができた。

・より効果的な事業を選択し、更なる旅費の抑制に努めたい。

・ビジネスに直接結びつくマッチングを中心として、展示会等については精査し、企業にも相応分の負担を求めていきたい。

・産業構造の変化に対応しうる次世代産業を育成するために、更なる広域的な連携が求められる。

・広域という距離的ハンディを克服するために、事務担当者レベルの連携を密に、会議等を頻繁に開催し、課題と目的を共有し、取り

組んでいた。

・三遠南信地域に留まらず、より広域なネットワークを有効活用しながら更なる販路の拡大と、新たなクラスター形成を目指していきた

い。・

ない

４年間

の振り

返り

多様な主体の役割の

発揮状況

①その主体は誰で、

どのような役割を果

たしましたか。

②その主体が役割を

発揮するために、行

政はどのような働き

かけをしてきました

か、又は、配慮してき

ましたか）

後期に向

けた課題

この事務事業

の成果を向上

させるためにど

のような工夫を

してきましたか

後期に向

けた課題

後期に

向けた

課題

目的見直し 事業のやり方改善現状維持休止廃止別事業に統合拡大完了 縮小 目的見直し 事業のやり方改善


